
令和 5 年度 学校関係者評価委員会 

 

⽇時  ： 令和 5 年 11 ⽉ 30 ⽇（⽊） 
場所  ： イムス横浜国際看護専⾨学校（会議室） 
参加者 ： 7 名 
討議事項：以下を参照 
【学校評価を⾏う⽬的】 
〇⾃⼰点検・⾃⼰評価を継続してきた中で内部の⾃浄作⽤による改善を図ってきた経験から、外部
識者による評価も加えて学校運営の更なる改善を継続的に実施していく。 
〇外部識者による評価を実施し、その結果を公表することで学校の健全経営を広く知って頂く機会
とする。 
【学校評価を⾏う「学校関係者評価委員会」の構成】 
任期は 2 年とする。 
＜外部委員＞ 
・IMS グループ本部事務局 総看護部⻑ ・IMS グループ本部事務局 看護部 主任 
・横浜旭中央総合病院 看護部 ・横浜新都市脳神経外科病院 看護部 
 
＜学校教職員＞ 
・副校⻑・教務主任・事務⻑ 
【会議議題】 
1.「学校評価の⽬的」に基づき、学校の教育⽬標、計画に沿った取組の達成状況、学校運営等への取
組が適切に⾏われたかについて⾃⼰評価を⾏い、学校運営等の課題について、継続的に改善を図る
とともに、評価結果を公表する。 
2.⾃⼰点検・⾃⼰評価結果にについて 
〇少⼦化の影響による学⽣確保が困難になってきている。学校運営の観点から学⽣確保を重点的に
⾏って頂きたい。 
〇若い教員が多いことから、ＳＤ研修の実施、個⼈研修の実施を強化するためにも、外部との協⼒
を強化ししていきたい。 
〇外部委員の助⾔、験などの評価結果を学校運営等の改善に活⽤する。評価結果と改善への取組み
をホームページ等に掲載し広く社会へ公表する。 
 


